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北九州国際技術協力協会内に ＫＩＴＡ環境協力センター（以下「環境協力センター」 ）を設立し、海外都市との 事業に本格的に取り組み始めた。当時もっとも大規模な事業は、日本 自治体として初めてＯＤＡを活用した「大連市環境モデル地区整備計画」に関する開発調査（一九九六～二〇〇〇年度）である。調査から円借款事業にまでつながったが、市内企業が絡むまでには至らなかった。二一世紀 入ると、国際環境協力を取り巻く環境が大きく変わり、より具体的な成果を求め
















が、二〇〇八年四月再挑戦の機会が訪れた。日中政府間の覚書に基づき、中国の資源循 型都市づくりに協力するもので、中国の青島市や天津市と、廃家電や廃自動車等のリサイクルビジネスを担当した。この事業 かなりのめり込み、四年間携わり、日本や中国のリサイクル事業を勉強しながら 市内企業のビジネスチャンスをうがったが、ここでも厚い壁 ぶち当たってしまいうまくいかなかった。この経験は今の仕事に大きく役立っている。　
本市が二〇〇八年七月、 「環境









と分かったことは、日本のリサイクルシステムは素晴らしい、世界でも引けを取らない 思っている。しかし、そのシステムで使う機器は日本製に限る必要は うようになった。むしろ日本製以外である方が経済的で持続可能 経営に繋がると思 ている。これまで嫌っていた大陸育ちのドイツ製品も捨てたものでないと思うようになった。　
海外に進出する企業はリスクを
覚悟すべきである。また、資金的な支援を上手く繋げ いくことも
大切である。しかし、二～三年真剣に取り組んで目が出ない時は諦めが肝心と思っている。自己資金はビタ一文出さない、リスクを取らない企業、また意思決定が遅い企業は海外ビジネスをしない方よいと思っている。●おわりに　
さて、筆者は現在、中国の大気
環境改善協力を担当している。大気汚染、特に微小粒子状物質で成果を短期間で出すことはほとんど不可能と考えている。　
相手都市の交流を進めながら、
本市企業のビジネスにどのように繋げていくのか、また眠れな日々を過ごすことになるのではと思っている。　
国際環境協力に関わって十数年
が経ち私にとってはラストチャンスと考えており、本成功事例を作りたいと思っている。　
私が関係したビジネスで成功し
た事例はなく、失敗の連続である。そういう筆者が書いたものとの前提で読んで頂ければ幸いである。（ないとう
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